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さ
ま
ざ
ま
な
絵
馬

拝
殿
に

糸
井
神
社
（
川
西
町
）

莢莢

莢莢

糸井神社の拝殿‖川西町結崎で

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
川
西
町
結
崎

（
祭
神
）
豊
鋤
入
姫
命

（
交
通
）
近
鉄
結
崎
駅
か
ら
徒
歩
約

分

（
拝
観
）
境
内
自
由
。
秋
祭
り
は
毎
年

月
第
４
土
日
曜
日
。

（
駐
車
場
）
無

（
電
話
）
０
７
４
５
・

・
０
４
３
４

糸
井
神
社
は
大
和
平
野
の

中
心
、
川
西
町
結
崎
の
寺
川

に
か
か
る
宮
前
橋
の
北
側
に

あ
り
、
祭
神
は
豊
鋤
入
姫

命
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

一
説
に
は
、
織
物
の
神
で
あ

る
綾
羽
、
呉
羽
の
神
を
祭
っ

た
と
も
伝
わ
り
ま
す
。
「
糸

井
」
と
い
う
名
称
は
、
一
帯

が
繊
維
関
係
の
栄
え
た
地
域

で
、
糸
に
関
係
し
た
氏
族
が

つ
く
っ
た
こ
と
に
由
来
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
殿
は
、
檜
皮
葺
の
一
間

社
春
日
造
で
、
江
戸
時
代
中

頃
に
春
日
大
社
の
若
宮
社
本

殿
か
ら
移
さ
れ
た
と
伝
わ
り

ま
す
。
こ
れ
は
春
日
大
社
の

旧
社
殿
を
関
係
の
あ
る
神
社

に
移
築
す
る
「
春
日
移
し
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
春
日

大
社
や
興
福
寺
と
の
深
い
関

わ
り
が
う
か
が
え
ま
す
。

拝
殿
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

絵
馬
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
目
を
ひ
く
の
が
１
８
４

２
（
天
保

）
年
に
献
上
さ

れ
た「
太
鼓
踊
り
絵
馬
」（
県

指
定
有
形
民
俗
文
化
財
）で
、

多
く
の
人
が
雨
乞
い
の
願
を

か
け
る
た
め
に
踊
り
を
し
て

い
る
様
子
を
描
い
て
い
ま

す
。
西
瓜
を
切
り
売
り
し
た

り
、
僧
侶
が
灯
籠
に
火
を
と

も
し
た
り
す
る
様
子
も
描
写

さ
れ
、
当
時
の
生
活
や
、
神

仏
習
合
の
一
端
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
１
８
６
８（
慶
応
４
）

年
の
「
お
か
げ
踊
り
絵
馬
」

（
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
）

も
８
人
ず
つ
４
列
に
整
然
と

並
ん
で
踊
る
人
々
の
姿
が
描

か
れ
、
江
戸
時
代
に
こ
の
付

近
で
盛
ん
に
踊
ら
れ
た
こ
と

が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

青
木
章
二
）


